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板野町成人式
　1月 8日（日）、平成29年板野町成人式が、
文化の館さくらホールで盛大に執り行われま
した。
　当日は、あいにくの雨模様でしたが、振袖
やスーツに身を包んだ会場に集まった新成人
の皆さんは、久しぶりに会う友人たちと写真
を撮ったり、思い出話に花を咲かせたり、久
しぶりの再会に笑顔が溢れていました。
　成人として新たなスタートを切るこの日
は、皆さんにとって、忘れられない思い出に
なることでしょう。

●新成人おめでとうございます �  2
●板野町消防団出初式 �  3
●平成29年4月からコンビニ交付が始まります �  4・5
●板野町子育て相談窓口 �  6
●お知らせ �  7～13
●町民スポーツ �  14
●文化の館だより251･ �  15
●ふるさと板野歴史散歩 �  16
●まちのうごき �  17
●町民カレンダー･ �  18・19
●はばたけ未来っ子（板野西小学校） �  20
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せ

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
が
、
人
権
思
想
の
普
及
高

揚
を
図
る
た
め
の
啓
発
活
動
の
一

環
と
し
て
、「
第
三
十
六
回
全
国

中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
コ

ン
テ
ス
ト
は
、
次
代
を
担
う
中
学

生
の
皆
さ
ん
が
、
人
権
に
関
す
る

作
文
を
書
く
こ
と
を
通
じ
て
人
権

尊
重
の
重
要
性
、
必
要
性
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
つ
け
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

　

徳
島
地
方
法
務
局
と
徳
島
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
が
実
施
し
た

徳
島
県
大
会
に
は
、
県
内
七
十
校

か
ら
多
数
の
応
募
が
あ
り
、
審
査

の
結
果
、
入
賞
者
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
板
野
中
学
校
の
生

徒
一
名
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
奨
励
賞
】

　

松
　
岡
　
佑
　
桂  

さ
ん

 

（
板
野
中
2
年
）

第
36
回

「
全
国
中
学
生
人
権
作
文

 
コ
ン
テ
ス
ト
」
徳
島
県
大
会

人
権
擁
護
委
員

　
　
　
異
動
の
お
知
ら
せ

　

鎌
田
百
合
子
さ
ん
（
矢
武
）
が
一
月
一
日
付
け
で
法

務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。　
　

　

鎌
田
さ
ん
は
新
任
で
、
西
地
区
を
担
当
し
、
任
期
は
、

平
成
三
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
三
年
間
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
人
権
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

　
　
☎
六
七
二

－

五
九
八
八

鎌田百合子さん

　「第68回人権週間」期間中の12月 5日（月）に人

権擁護委員が啓発物品の配布を行いました。

第68回 人 権 週 間

新成人
167名

おめでとう
　ございます

　1月 8日（日）、文化の館さくらホールで、平成29年板野町成人式が執
り行われました。板野町では該当者167名のうち、男性58名、女性56名
の計114名の新成人が参加されました。
　式典では、玉井町長から「次の世代を担う皆様が、ふるさと板野町で育っ
た誇りと社会人への志を持って、更に健康で元気に成長し立派に活躍し
てください。」と式辞があり、来賓の方々からも温かい祝辞をいただきま
した。
　新成人代表の謝辞として、坂東明奈さん、坂東幸奈さんの姉妹が「若
さと行動力で、町の発展のために精一杯努力をして行きたい」と決意を
語りました。
　式典の後に、中学校時代の写真や恩師からのビデオレターがスクリー
ンに流れると、会場は拍手と歓声に包まれました。

記念品を受け取る河野颯太さん

新成人を代表して謝辞を述べる
坂東明奈さん、坂東幸奈さん

みんなで並んで記念写真
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板
野
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

　
　 

　
　
　
堤
信
壽
氏
を
再
任

　

板
野
町
議
会
定
例
会
が
十
一
月
三
十
日
よ
り
開
会
さ
れ
、
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
選
任
を
審
議
し
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
堤
信
壽
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
一
年
十
二
月
二
十

日
ま
で
で
す
。

板
野
町
消
防
団
に

 

新
し
い
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
が
配
備
さ
れ
ま
し
た

　

板
野
町
消
防
団
第
二
分
団
に
新
し
い
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
が
配
備
さ

れ
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日
（
木
）、
第
二
分
団
詰
所
前
で
納

車
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
の
後
、
熱
心
に
操
作
説
明
を
受
け
た
消
防
団
の
皆
さ
ん
は
、
町
の
防

災
へ
の
取
り
組
み
に
、
ま
す
ま
す
士
気
が
高
ま
っ
た
よ
う
で
し
た
。

玉井町長から鍵を受けとる生田消防団長

消防ポンプ自動車の説明を受ける消防団員

板
野
町
消
防
団
出
初
式

　

一
月
十
二
日
（
木
）、
田
園
パ
ー
ク
健
康
の
館
で
、
板
野
町
消
防
団
の

出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
内
の
消
防
分
団
が
勢
ぞ
ろ
い
し
て
隊
列
を

組
み
、
勇
ま
し
い
姿
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

式
は
、
消
防
団
旗
の
入
場
か
ら
始
ま
り
、
功
労
者
へ
の
表
彰
状
や
感
謝

状
の
伝
達
が
行
わ
れ
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
火
の
用
心
三
唱
で
、
今
年
一

年
の
火
災
ゼ
ロ
を
願
い
ま
し
た
。

　

空
気
が
乾
燥
し
て
火
事
が
起
こ
り
や
す
く
な
る
季
節
で
す
。
皆
さ
ん
も
、

暖
房
器
具
な
ど
の
火
の
元
に
は
十
分
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。参加者全員による「火の用心三唱」

生田消防団長より
表彰を受ける消防団員

「徳島県消防団応援の店」 制度が始まりました
◆ 徳島県消防団応援の店とは
　消防団は、生業を持ちながら、消火・救助活動、防災啓発活動などを行う地域住民等で構成される、市町村の
消防機関です。
　地域防災の中核として活躍している消防団員を、地域ぐるみで応援し、消防団活動の活性化を図るため、本制
度にご賛同いただいた事業所や店舗等の協力によって、消防団やその家族等を対象に、
ポイントや割引等のサービスを提供していただく制度です。
　詳しくは、徳島県のホームページをご覧ください。
　　徳島県ホームページ◦ http://www.pref.tokushima.jp/docs/2016113000200/

お問い合わせ
役場総務課
☎672－5980
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いたの　すがお
2017年2月号 ●　ごみの減量化・分別収集にご協力を　●
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　板野町では、平成29年度より町税・上下水道料金・住宅使用料等をコンビニエンスストアで納めることが
できる「コンビニ収納」を始めます。
　時間を気にせず、休日や夜間も納めることができるようになりますので、ぜひご利用ください。
　また、これまでどおり金融機関等の窓口でも納めることができます。

●●●●●● コンビニ収納コンビニ収納コンビニ収納コンビニ収納コンビニ収納コンビニ収納 ●●●●●●

《コンビニで納められる町税等》
平成29年 4月以降に発行されるバーコード印字のある納付書

　　◦町県民税（普通徴収分）　　　◦固定資産税
　　◦軽自動車税　　　　　　　　◦国民健康保険税
　　◦介護保険料　　　　　　　　◦後期高齢者医療保険料
　　◦上下水道料金　　　　　　　◦下水道分担金
　　◦住宅使用料 ※30万円を超える場合は納付できません。

《取扱コンビニ》
　　◦ローソン　◦ファミリーマート　◦セブン－イレブン 等

お問い合わせ
税金・保険料
　役場税務課　　☎672－5983
水道料金
　役場水道課　　☎672－6004
下水道料金
　役場下水道課　☎672－5993
公営住宅使用料
　役場建設課　　☎672－5996
収納に関する事
　役場出納室　　☎672－5982

コ ン ビ ニ 交 付 が は じ ま り ま す

コンビニで取得できる証明書及び手数料  ＊窓口での交付より１通あたり₅₀円お安くなります。

種　　類 コンビニ交付 窓口交付 内　　　容

住民票の写し 250円 300円 本人及び同一世帯の方の世帯全員または世帯の一部の
住民票の写しが取得できます。

印鑑登録証明書 250円 300円 本人の印鑑登録証明書が取得できます。

  戸籍謄本・抄本
（現在戸籍のみ）

400円 450円

本人及び本人と同一戸籍内の方の戸籍全部または個人
事項証明書が取得できます。また、住民記録は板野町
外の方でも、本籍が板野町の方は、事前に利用登録す
れば、取得できます。

戸籍の附票の写し
（現在戸籍の附票のみ）

250円 300円

本人及び本人と同一戸籍内の方の住所の履歴を記載し
たものが取得できます。また、住民記録は板野町外の
方でも、本籍が板野町の方は、事前に利用登録すれば、
取得できます。

所得課税証明書 250円 300円 1月～ 6月中旬までは前々年収入分、それ以外の期間
は、前年収入分の所得課税証明書が取得できます。

【注意事項】
① 町の手数料条例により、手数料が免除となる場合（軽自動車登録用住民票・公的年金請求用戸籍謄本など）でも、コンビニ交付を利
用する場合は、交付手数料がかかります。（後からの返金はできません。）

　　手数料免除を希望される方は、役場窓口で取得してください。
② 「個人番号カード」以外のカード（通知カード・住民基本台帳カード・印鑑登録証など）は、コンビニ交付では、利用できません。
③ コンビニ交付で間違えて取得した証明書の交換・手数料の返金はできません。
　 内容をよくご確認のうえご利用ください。
④ 証明書がコンビニ交付で取得できない場合もありますので、必要な証明書がコンビニ交付で取得できるかどうかご不明な場合は、事
前に住民課又は税務課まで、お問い合わせください。
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「個人番号カード」をお持ちの方は、コンビニエンスストアに設置されているキオスク
端末（マルチコピー機）で、住民票の写し・印鑑登録証明書・戸籍謄抄本・戸籍の附票
の写し・所得課税証明書が取得できます。

平 成 29 年 4 月 か ら

使って便利＆使って簡単

① 役場の閉庁時（夜間・休日など）でも、証明書を取得することができます。
② 板野町内にかかわらず、全国のコンビニエンスストアで証明書を取得できるので、証明書が急に
　 必要になったときも、出先ですぐに取得できます。
③ 役場まで行く時間や窓口の待ち時間がなく、申請書を書く必要もありません。
④ 簡単な端末操作で取得できます。

利用できる時間

●年末年始（12月29日から 1月 3日まで）及び
　機器メンテナンス日を除いて
　午前 6時30分～午後11時まで利用できます。

利用できる店舗間

セブンイレブン・ローソン・サークルＫサンクス
ファミリーマート・ミニストップ

コンビニ交付・マイナンバーカードに
関するお問い合わせ

役場住民課（戸籍係）　☎672－5985

コンビニ交付（税証明）に関する
お問い合わせ

役場税務課　☎672－5983

平成29年度 町民交通傷害保険加入者募集
～ご家族で交通事故に備えましょう～

▪加入対象者
　◦板野町に住んでいる方（住民登録をしている方）
　◦板野町の企業、学校等に通勤、通学している方

▪保険料
　1口につき 1名あたり 720円
※小中学生は板野町より1口300円補助いたします。
※ 1人につき最大 2口までに限ります。

▪受付期間
平成29年 2月15日から 3月31日まで
※土・日・祝日を除く

▪保険期間
平成29年 4月 1日から平成30年 3月31日
午後12時まで

▪今月号の折り込みのチラシ（加入依頼書）に
詳細記載があります。

お問い合わせ
役場総務課　☎672－5980
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いたの　すがお
2017年2月号 ●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●
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＊＊＊＊＊＊ 板野町子育て相談窓口 ＊＊＊＊＊＊
　板野町では、子どもを安心して産み育てることができるよう、多様な子育て支援事業を実施し、子育ての充実

を図っております。子育てに関することは、下記担当課まで、お問い合わせください。

事　業　名　等 事　業　内　容 担　当　課

妊　　　　　娠 ・母子手帳の交付
・妊婦一般健康診査

健康相談室
　☎672－5580

出　　　　　産 ・出生届（14日以内） 住民課（戸籍係） 
　☎672－5985

育児支援（健康支援）

・乳幼児健康診査
・予防接種
・乳児家庭全戸訪問事業
・養育支援訪問事業

健康相談室
　☎672－5580 
福祉保健課
　☎672－5986

育児支援（給付制度）
・児童手当
・子どもはぐくみ医療費助成（0歳～義務教育終了までの児童の
医療費無料）

住民課 
　☎672－5984

保　　　　　育

・保育園：満年齢 8カ月より入園可。
・保育園保育料：無料
・延長保育（月曜日～金曜日）
　　　　　　16：30～ 19：00
・土曜保育　    7：30～ 18：15
　（就労している方で、事前申請必要）

板野保育園 
　☎672－2101 
板野わかば保育園 
　☎672－3500 
住民課 
　☎672－5984

地域子育て支援センター ・保育園・幼稚園を利用していない未就学児童が対象。無料。 支援センター 
　☎672－7171

保育園の一時保育 ・町内に居住する 1歳 6カ月以上の未就学児童が対象。有料。 板野保育園 
　☎672－2101

教　　　　　育
・幼稚園：4月 1日現在、満年齢 4歳児（大坂分園は 3歳児）
　　　　　及び 5歳児より入園可。
・幼稚園授業料：無料

教育委員会 
　☎672－0136

幼稚園の預かり保育 ・月曜日～金曜日　13：00～ 18：00
・長期休暇中　　　 8：00～ 18：00

教育委員会 
　☎672－0136

児　　童　　館

・乳幼児から義務教育終了までの児童が対象。
　（ただし、4歳以下は保護者同伴）
・（開館日等）
　月曜日～金曜日　9：30～ 18：15
　第 1・第 3土曜日・各小学校の代休日・長期休業中
　　　　　　　　　8：30～ 18：15

東児童館 
　☎672－3651 
西児童館 
　☎672－6060 
南児童館 
　☎672－0113 
社会福祉協議会 
　☎672－0051

放課後子供教室 ・小学生を対象とした希望参加型の放課後の居場所づくり 教育委員会 
　☎672－0136

ファミリーサポート
センター

・子育ての援助を受けたい人と援助を行いたい人が会員となり、
保育施設への送迎や外出の際の子どもの預かりなどの子育て家
庭の支援を地域で相互援助する組織。
・依頼会員：0歳～小学校 6年生までの子育ての応援を受けたい人。
・有料

住民課 
　☎672－5984 
板野東部ファミリー
サポートセンター 
　☎693－3033

病児保育事業

・乳幼児又は小学校に就学している児童が病気中や快復期にあ
り、就労等で家庭で看病できないときに一時的に病児保育施設
で預かる事業。
・有料

 
住民課 
　☎672－5984 

ひとり親家庭支援等 ・児童扶養手当・ひとり親家庭医療費助成
・特別児童扶養手当

住民課 
　☎672－5984

子育て短期支援事業
・家庭において子どもを養育することが一時的に困難になった場
合などに養護施設等において、一定期間養育・保護を行う事業。
・有料

住民課
　☎ 672－5984

要保護児童等 ・児童虐待
・要保護児童に関する相談等

住民課
　☎ 672－5984
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お　
知　
ら　
せ

今
月
納
期
の
税
金
・

保
険
料
の
お
知
ら
せ

　

今
月
納
期
の
税
金
・
保
険
料
は

　
・
後
期
高
齢
者
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
七
期

　

納
期
限
は
二
月
二
十
八
日（
火
）

で
す
。

　

納
期
限
を
守
り
、
納
め
忘
れ
の

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
税
金
・
保
険
料
は
納
期
限
を
経

過
し
督
促
状
発
付
の
日
か
ら
督

促
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
納
期
限
ま
で
に
完
納
し

な
い
場
合
は
、
納
期
限
の
翌
日

か
ら
納
付
の
日
ま
で
の
日
数
に

応
じ
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
税
務
課

　
　
☎
六
七
二

－
五
九
八
三

 

確
定
申
告
に
お
け
る

個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

　
　
　
　

 

の
取
扱
い
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
九
年
度
（
平
成
二
十
八
年
分
）
確
定
申

告
よ
り
左
記
の
と
お
り
個
人
番
号
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

◆
申
告
者
本
人

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
両
面
写
し
ま
た
は
、
個
人
番

号
通
知
カ
ー
ド
も
し
く
は
住
民
票
（
個
人
番
号
の
記

載
の
あ
る
も
の
）
等
の
写
し
＋
身
分
証
明
書
（
免
許

証
、
保
険
証
等
）
の
写
し
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
被
扶
養
者
・
専
従
者

　

個
人
番
号
欄
に
個
人
番
号
の
記
載
が
必
要
と
な
り

ま
す
。（
個
人
番
号
、
身
分
証
明
書
等
の
写
し
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。） 

◆
申
告
者
の
代
理
人

　

右
記
に
加
え
、
代
理
人
の
身
分
証
明
書
の
提
示
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

お
忘
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
お
気
を
付
け
く
だ
さ

い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
税
務
課

　
　
☎
六
七
二

－

五
九
八
三

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の
交
付

　

六
十
五
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
方
ま
た
は
そ
の
扶
養
者
が
、
所
得

税
、
町
県
民
税
の
申
告
の
際
に
、
障
害
者

控
除
を
受
け
ら
れ
る
「
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

対
　
象
　
者  

　

障
害
者
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
の

十
二
月
三
十
一
日
現
在
（
対
象
年
中
に
死

亡
さ
れ
た
場
合
は
、
死
亡
日
現
在
）、
次
の

①
、
②
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方

①
六
十
五
歳
以
上
の
方
で
、
板
野
町
の
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
（
注
1
）

②
要
介
護
認
定
審
査
時
の
「
主
治
医
意
見

書
」
ま
た
は
「
認
定
調
査
票
」
の
「
日

常
生
活
自
立
度
」
欄
に
一
定
以
上
の
記

載
が
あ
る
こ
と
（
注
2
）

（
注
1
）
要
支
援
1
、
要
支
援
2
の
方
は
該
当
し
ま

せ
ん
。

（
注
2
）
要
介
護
1
以
上
で
あ
っ
て
も
交
付
対
象
に

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
手
続
き  

　

本
人
ま
た
は
そ
の
親
族
に
限
り
ま
す
。

申
請
書
は
福
祉
保
健
課
に
あ
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の  

◦
申
請
者
の
印
鑑

◦
対
象
者
の
印
鑑

　
（
申
請
者
と
対
象
者
が
異
な
る
場
合
）

◦
対
象
者
の
「
介
護
保
険
被
保
険
者
証
」

◦
親
族
が
申
請
す
る
場
合
は
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の

申
請
の
必
要
が
な
い
場
合  

①
す
で
に
同
程
度
の
障
害
区
分
に
該
当
す

る
「
身
体
障
害
者
手
帳
」
等
を
お
持
ち

の
方
（
手
帳
の
提
示
に
よ
り
障
害
者
控

除
を
受
け
ら
れ
ま
す
）

②
本
人
、
扶
養
者
が
所
得
税
、
町
県
民
税

の
い
ず
れ
も
非
課
税
の
場
合

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
福
祉
保
健
課
　
☎
六
七
二

－

五
九
八
六
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お
　

知
　

ら
　

せ

お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。
高齢者用肺炎球菌ワクチン予防接種について（お知らせ）

　高齢者用肺炎球菌ワクチン予防接種の平成28年度接種対象の方は、接種期限が 3月31日となって
います。接種がまだの方で接種を希望する方は、期間内にお受けくださるようにお願いいたします。
（期間内に接種できなかった場合は全額自己負担になります。）

1、平成28年度接種対象者（ただし、接種時に板野町に住民票を有する方）
①　平成28年度に次の年齢になる方

年齢 対　象　年　月　日

65歳 昭和26年 4月 2日生～昭和27年 4月 1日生の方

70歳 昭和21年 4月 2日生～昭和22年 4月 1日生の方

75歳 昭和16年 4月 2日生～昭和17年 4月 1日生の方

80歳 昭和11年 4月 2日生～昭和12年 4月 1日生の方

85歳 昭和 6年 4月 2日生～昭和 7 年 4月 1日生の方

90歳 大正15年 4月 2日生～昭和 2 年 4月 1日生の方

95歳 大正10年 4月 2日生～大正11年 4月 1日生の方

100歳 大正 5年 4月 2日生～大正 6 年 4月 1日生の方

②　接種日において60歳以上65歳未満の方で心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全
ウイルスによる免疫の機能に障害を有する方→役場福祉保健課へ申請が必要です。

※すでに一度でも高齢者用肺炎球菌ワクチンを接種されたことのある方は再接種による注射部位の
疼痛・紅斑・硬結などの頻度や重症度が増すため定期接種の対象外となります。

※高齢者用肺炎球菌ワクチンの予防接種は、平成26年10月から開始され平成30年度まで該当する年
度に65歳・70歳・75歳・80歳・85歳・90歳・95歳 ･100歳となる方が 1人 1回対象となります。
※高齢者用肺炎球菌ワクチンの予防接種を受ける時の注意事項（予防接種を受ける前の注意）
　予防接種は予約制とします。県内の契約医療機関に電話予約してから高齢者用肺炎球菌ワクチン
予診票をもって受診してください。

※高齢者用肺炎球菌ワクチンの予診票は、平成28年 5月に今年度の対象の方に郵送しています。な
くした方は、再発行いたしますので、福祉保健課へ申請してください。

2、接種料金：4,000円（生活保護世帯に属する方は免除）

3、接種を受けることができる医療機関：県内の契約医療機関

◦ お問い合わせ ◦
役場福祉保健課　☎672－5986
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お　
知　
ら　
せ

介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）が
始まります！

4月1日から

介護予防訪問介護（ホームヘルプサービス）と介護予防通所介護（デイサービス）が総合事業に移行します。

●要支援 1・2の方が利用できる介護保険サービスのうち、介護予防給付として全国一律の基準により提供され
ている「介護予防訪問介護（ホームヘルプサービス）」と「介護予防通所介護（デイサービス）」が、「介護予防・
日常生活支援総合事業（総合事業）」に移行し、町の事業（サービス）として実施します。
●介護予防訪問介護（ホームヘルプサービス）と介護予防通所介護（デイサービス）は「介護予防・生活支援サー
ビス事業」の「訪問型サービス」「通所型サービス」になります。
●介護予防訪問介護（ホームヘルプサービス）と介護予防通所介護（デイサービス）を引き続き利用を希望され
る方は、地域包括支援センターや担当のケアマネジャーが必要な手続きを行いますので、ご相談ください。
●介護予防訪問介護（ホームヘルプサービス）と介護予防通所介護（デイサービス）以外の要支援者に対するサー
ビス（介護予防福祉用具貸与・訪問看護・介護予防通所リハビリテーションなど）は、これまで通り予防給付
のなかで提供します。
●これまでの要介護・要支援認定に加えて、総合事業の利用を目的とした判定区分「事業対象」が新設されます。
事業対象とは、要支援認定相当の方で「基本チェックリスト」による新しい判定区分です。
※40～64歳の方は、基本チェックリストではなく、要介護認定の申請が必要になります。
●今までに、サービスを利用していない方で、新たにサービスの利用を希望される方は、板野町地域包括支援セ
ンターにご相談ください。

お問い合わせ：板野町地域包括支援センター　☎672－1026
　　　　　　　役場福祉保健課　　　　　　　☎672－5986

総合事業のサービスの種類
種　　　　類 内　　　　　　　　容

訪問型サービス
（ホームヘルプサービス）

従来の介護予防訪問
介護と同じサービス

従来の介護予防訪問介護を総合事業に移行したサービスで支援内容
はこれまでと同様です。　※利用回数に応じた利用料になります。

通所型サービス
（デイサービス）

従来の介護予防通所
介護と同じサービス

従来の介護予防通所介護を総合事業に移行したサービスで支援内容
はこれまでと同様です。　※利用回数に応じた利用料になります。

介護保険サービス（予防給付）
福祉用具貸与、訪問看護、通所リハビリ、
住宅改修など

要支援 1・2 の方

基本チェックリスト該当者（事業対象者）

介護予防・生活支援サービス事業
が利用できます

介護予防・日常生活支援総合事業

65歳以上のすべての方

一般介護予防事業
が利用できます

一般高齢者要支援 1・2
介護予防・生活支援サービス事業

対象者

地域包括支援センターの職員とケアプラン（どのようなサービスをどのくらい
利用するかを決めた計画書）を相談しながら作成し、サービスを利用します。
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お　
知　
ら　
せ

　

楽
し
く
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
す
た

め
に
は
、「
食
べ
る
こ
と
」
や
「
し
ゃ

べ
る
こ
と
」
な
ど
口
の
働
き
が
健
康
で

あ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
歳
を
と
る
ご

と
に
飲
み
込
み
に
く
く
な
っ
た
り
、
噛

む
力
が
弱
く
な
る
方
が
多
く
な
り
ま

す
。
い
つ
ま
で
も
お
い
し
く
食
べ
る
た

め
に
、
お
口
の
健
康
に
つ
い
て
学
ぶ
機

会
を
つ
く
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
程
・
場
所

　

二
月
十
五
日
（
水
）

　
　

板
野
町
町
民
セ
ン
タ
ー

　

二
月
二
十
日
（
月
）

　
　

町
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

　

二
月
二
十
一
日
（
火
）

　
　

南
公
民
館

●
時
　
間

　

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

　
　
　
　
　
　

二
時
三
十
分

お
問
い
合
わ
せ

板
野
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
六
七
二

－

一
〇
二
六

介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

〜
介
護
予
防
教
室
の
ご
案
内
〜「
口

か
ら
元
気
に
」〜
口
か
ら
い
つ
ま
で

も
食
べ
ら
れ
る
た
め
に
〜

　

地
震
や
火
災
な
ど
災
害
の
発
生
時
に
高
い

重
要
性
と
緊
急
性
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
消

防
用
ホ
ー
ス
及
び
炊
き
出
し
用
か
ま
ど
を
購

入
し
ま
し
た
。
消
防
用
ホ
ー
ス
は
自
主
防
災

組
織
の
中
で
申
請
の
あ
っ
た
団
体
に
配
布

し
、
炊
き
出
し
用
か
ま
ど
は
大
災
害
に
備
え

備
蓄
倉
庫
に
保
管
し
ま
す
。

　

ホ
ー
ス
及
び
か
ま
ど
の
配
布
は
宝
く
じ
の

社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の
受

託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
実
施
し
て
い
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
る
宝
く
じ
の

助
成
金
を
活
用
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

消
防
用
ホ
ー
ス
及
び

炊
き
出
し
用
か
ま
ど
を

購
入

平成29・30年度　定期受付分
一般競争入札（指名競争入札）参加資格審査申請書（物品等）の受付について
　板野町が発注する物品購入等の契約に係る入札に参加を希望する方は、次のとおり一般競争入札（指名
競争入札）参加資格審査申請書（物品等）を提出してください。

○受付期間　平成29年 2月 1日（水）～平成29年 3月31日（金）
　　　　　　　但し、随時受付もいたします。
○提出場所　板野町役場　総務課
○提出方法　持参又は郵送
　　　【持参の場合】
　　　　受付時間は、午前 8時30分から午後 5時15分まで（時間外及び、土曜日並びに日曜日、
　　　　祝祭日を除く）
　　　【郵送の場合】
　　　　受領書が必要である場合は、返信用として82円切手を貼った封筒、若しくはハガキを
　　　　同封してください。
○有効期間　平成29年 4月 1日～平成31年 3月31日
○お問い合わせ・提出先
　　〒779－0192
　　徳島県板野郡板野町吹田字町南22番地 2
　　　　　　板野町役場　総務課　☎088－672－5980
　　　　※提出種類等、詳細は板野町ホームページに掲載しています。

板野町ホームページ　http://www.town.itano.tokushima.jp/
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　ファミサポをもっと知っていただくために、楽
しくてためになる企画を開催しています。
　今回は、漢方養生指導士・漢方スタイリストが
春の養生ポイントを楽しく伝授します。
　リンゴのケーキや卵を使わないスノーボールを
作りましょう。

板野東部ファミリー・サポート・センター
「みんなが笑顔になれるスイーツ教室」

お問い合わせ・お申し込み先
板野東部ファミリー・サポート・センター

☎693－3033

お問い合わせ・お申し込み先

　徳島東部地域の飲食店等のうち、にんじんやれんこんなど各市町村の推奨作物を活用したメニューを提
供する店舗を、とくしまＩＰＰＩＮ店として認定し、現在約200の店舗がブランド食材のＰＲと消費拡大
に取り組んでいます。
　とくしまＩＰＰＩＮ店に認定されると、認定証とプレートが授与されるほか、とくしまＩＰＰＩＮ店ガ
イド（徳島東部地域のホテル等に配布しています。）に掲載されますので、店舗のＰＲができます。
　今後もより多くの方々にとくしまＩＰＰＩＮ店の浸透を図るため、引き続きとくしまＩＰＰＩＮ店の募
集を行います。認定要件等の詳細につきましては、下記までお問い合わせください。

お問い合わせ
　徳島市農林水産課農政企画係
　〒 770-8571　徳島市幸町 2丁目 5番地　☎621－5246　　FAX621－5196

とくしまＩＰＰＩＮ店の募集について

自殺対策強化事業「いのちの講演会」

「子どもの居場所と子育て論」岡本安代さん講演会
　1月15日（日）板野町町民ふれあいプラザで岡本安代さんの講演会が行われま
した。5人の育児と仕事を両立させている岡本さんはとにかく明るく、パワフル
な方でした。
　当日は音楽とともに元気な岡本さんが登場、いっきに来場者の心を鷲掴
みにし、岡本さんの講演会が始まりました。岡本さんは家族のため、他の
誰かのために、笑顔をたやさず、いつも全力でぶつかり、毎日を充実させ
ていることが伝わってきました。「言葉が変われば意識が変わる」マイナ
スの言葉もプラスの言葉に変えることで周りの人の意識も変えることがで
きるなど参考になる言葉のプレゼントをたくさんいただきました。
　家族が笑顔で元気でいることは、心の健康、体の健康につながっていく
のだと実感させられる講演会でした。今年一番の寒さの中、103名の方が
参加し、岡本さんの全力パワーをわけてもらいました。

人
権
問
題
講
演
会
･
人
権
啓
発
文
化
展

　

板
野
町
人
権
教
育
推
進
強
調
月
間

（
十
一
月
十
一
日
～
十
二
月
十
日
）

の
十
二
月
三
日
、
文
化
の
館
で
人
権

問
題
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
問
題
講
演
会
で
は
、
町
内
の
小

･

中･

高
校
生
に
よ
る
意
見
発
表
や

人
権
劇
の
発
表
と
共
に
、
元
フ
リ
ー

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
道
志
真
弓
さ
ん
に

よ
る
「
笑
顔
の
戦
士
」
の
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
併
せ
て
人
権
啓

発
文
化
展
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か

ら
多
く
の
方
が
作
品
を
見
学
に
来
館

し
、
鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。
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消費生活相談所からのお知らせ
●消費者トラブル　無料法律相談会（第 2回）
　～ひとりで悩まず相談を！～
　下記のとおり、弁護士による消費者トラブルの無料法律相談会を実施します。相談を希望される方は、3
月 1日までに板野町消費生活相談所へお申し込みください。申し込み多数の場合は先着順とし相談者数を
限らせていただく場合がございますので、後日ご連絡いたします。
　　▪開催日：  3月10日（金）　　　　　　　　　　　　▪時　間：午後 1時30分～ 4時
　　▪場　所：板野町町民センター 2階　小会議室　　　▪内　容：消費者トラブル等
　　▪相談員：弁護士（消費生活相談員も同席）

●洗濯表示記号の変更
　平成28年12月から、衣類等の繊維製品の洗濯表示が新 JISに規定する記号に変わり、記号が22種類から
41種類に増え、国内外で洗濯表示が統一されました。市場には29年春夏物から順次登場し一定の併用期間
を経た後、全面的に刷新されます。詳細は経済産業省や消費者庁のホームページをご覧ください。なお、
板野町消費生活相談所に新しい洗濯表示に関する資料がありますのでご活用ください。

●来所、電話、訪問での相談を受付けています。
〈相談受付時間〉月曜日～金曜日
　　　　　　　 午前 9時～午後 3時

※土・日・祝日・年末年始はお休みです。
　　12月の相談件数は20件でした。

お問い合わせ
板野町消費生活相談所

むつとしたら救急！

☎６７２－６０９９

フリーダイヤル
　　　　　　　　　　　　　なやみ　　いつもないない

☎０１２０－７８３－５７７

くらしサポートセンター板野

 ご相談ください 

　●ニート、ひきこもりの家族がいる
　●仕事がなかなか見つからない
　●病気による将来への不安
　●経済的に苦しくて生活していけない
　●悩むばかりでどこに相談したらいいかわからない

くらしサポートセンター板野
（板野町社会福祉協議会内）

相談窓口

 生活困窮者自立支援事業　あなただけの支援プランを作ります 
生活に、困りごとや不安を抱えている場合は、まずは窓口にご相談ください。
相談支援員が相談を受けて、どのような支援が必要かを一緒に考え、具体的な支援
プランを作成し、寄り添いながら自立に向けた支援を行います。

お問い合わせ
くらしサポートセンター板野（板野町社会福祉協議会内）
☎672－0051　ＦＡＸ672－5894

受 付 時 間 月曜日～金曜日　午前 9時～午後 5時
（土・日・祝・年末年始をのぞく）

【出典】消費者庁ホームページ http://www.caa.go.jp/
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コールセンター企業見学会（魅力発見！バスツアー）
＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊

　徳島県では、コールセンター等の情報通信関連産業の人材育成に取り組んでいます。
　コールセンターへの理解を深めていただくため企業見学会（バスツアー）を開催しますので、ぜひお気軽にご
参加ください。

＊日　　　　時　 2月24日（金）午後 0時35分～ 4時45分
＊集　　　　合　午後 0時35分　県庁（北入口）
　　　　　　　　午後 0時50分　徳島駅前（ポッポ街入口）
＊内　　　　容　徳島市内のコールセンター事業所（5社）の見学、業務説明等を行います。
＊見　 学　 先　（株）マーケットエンタープライズ　　　（株）アイネットサポート
　　　　　　　　（株）ダーウィンズ　　　（株）テレネット　　　（株）テレコメディア
＊参　 加　 料　無料　　　　　＊定　員　　20名（申込先着順）
＊申  込  期  限　 2月20日（月）
＊お問い合わせ　徳島県企業支援課　☎621－2324

入札結果をお知らせします
平成28年12月13日入札

番号 工　事　名 工事箇所 業　者　名 担当課 金額
（税込み） 落札率 備考

1 平成28年度　町単独
土木事業　排水工事

板野町川端　板
東宅の所 （株）池田組 建設課 897,480円 87.47％ 抽選

2 平成28年度　町単独
土木事業　道路工事

板野町西中富
西中富橋南 （株）小川土木 建設課 1,246,320円 87.42％ 抽選

3 平成28年度　町単独
土木事業　道路工事

板野町川端　稲
垣宅北 （株）廣田組 建設課 1,812,240円 87.40％ 抽選

4 平成28年度　町単独
土木事業　舗装工事

板野町唐園　小
川宅の所 （株）川内開発 建設課 1,703,160円 87.13％ 抽選

5 平成28年度　町単独
土木事業　舗装工事

板野町大寺　茂
美宅から多田宅 青木建設（株） 建設課 2,037,960円 86.96％

6 平成28年度　社会資本整備総
合交付金事業　交差点改良工事

板野町大寺
第 1分割 明松建設（有） 建設課 4,256,280円 87.19％

7 平成28年度板野町公共下水道　
岡山路16工区管渠築造工事 板野町大寺 （有）山本建設 下水道課 6,264,000円 87.48％

8 平成28年度板野町公共下水道　
岡山路17工区管渠築造工事 板野町大寺 青木建設（株） 下水道課 10,779,480円 87.71％

9 平成28年度　板野町川端
地区配水管布設替工事 板野町川端 小山建設（有） 水道課 4,928,040円 87.58％

10 平成28年度　歴史文化
公園施設　整備工事 板野町犬伏 （株）金岡組 教育委員会 3,573,720円 88.95％

平成28年12月21日入札

番号 委託業務名 委託業務箇所 業　者　名 担当課 金額
（税込み） 落札率 備考

1 平成28年度（仮称）道の駅いたの整
備事業事業認定申請図書作成業務 板野町川端 （株）フジタ建設

コンサルタント 建設課 29,484,000円 89.66%

2 平成28年度　板野東幼
稚園施設耐震診断業務 板野町吹田 （株）新宮建築

事務所 教育委員会 3,434,400円 78.71%

3 平成28年度　板野西幼
稚園施設耐震診断業務 板野町那東 久米一級建築士

事務所 教育委員会 4,104,000円 94.06%

4 平成28年度　板野南幼
稚園施設耐震診断業務 板野町下庄 建築設計工房

ＨＩＲＡＯ 教育委員会 3,229,200円 91.44%
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板野ぴょん太スポーツクラブ

プログラムの詳細につきましては、板野ぴょん太スポーツクラブ（☎635－4828）へお気軽にお問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土
2／5 6 7 8 9 10 11

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

楽しいテニス カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

12 13 14 15 16 17 18
クリーン
ウォーキング
午前 9時～

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

楽しいテニス カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

Ｊｒテニス教室
中級テニス教室
チアダンス教室（南公）

19 20 21 22 23 24 25
あさん
ウォーキング
フェスタ

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

楽しいテニス カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

Ｊｒテニス教室
中級テニス教室
チアダンス教室（南公）

26 27 28 3／1 2 3 4
ウォークラリー
あすたむらんど

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

楽しいテニス カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

Ｊｒテニス教室
中級テニス教室
チアダンス教室（南公）

板
野
郡
チ
ー
ム

　

総
合
成
績　
　

第
五
位

　

女
子
総
合　
　

準
優
勝

　

中
学
生
総
合　

優　

勝

　

お
正
月
恒
例
の
徳
島
駅
伝
は
、
一

月
四
・
五
・
六
日
の
三
日
間
に
わ
た
り

県
内
全
域
を
巡
る
四
十
三
区
間
、約

二
百
六
十
五
・
三
キ
ロ
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
板
野
郡
チ
ー
ム
は
、
選
手
・

ス
タ
ッ
フ
一
丸
と
な
り
、
総
合
成
績

第
五
位
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。ま
た
、

女
子
総
合
で
は
準
優
勝
、
中
学
生
総

合
で
は
、
優
勝
と
い
う
好
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

【
板
野
町
か
ら
の
出
場
者
】（
敬
称
略
）

ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
・
競
技
者

　

辻つ
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修し
ゅ
う

二じ

（
西
中
富
）

　

 

（
株
）大
塚
製
薬
工
場

第
六
十
三
回

 

徳
島
駅
伝

コ
ー
チ
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　

尾お

田だ　

智と
も

紀き

（
吹
田
）

　

 

板
野
西
部
消
防
組
合

競
技
者

　

奥お
く

谷た
に　

登と

勝か
ち

（
川
端
）

　

 

板
野
中
学
校
三
年

　

圓え
ん

戸ど　

智と
も

也や

（
大
寺
）

　

 

板
野
中
学
校
三
年

　

大お
お

磯い
そ　

　

彩あ
や

（
唐
園
）

　

 

鳴
門
高
校
一
年

　

西に
し

川か
わ　

由ゆ

香か

乃な

（
大
寺
）

 

板
野
中
学
校
一
年

強
化
選
手

　

丹に

生う　

依よ
り

子こ

（
大
寺
）

 

板
野
中
学
校
一
年

第 27回

ライオンズ杯グラウンド・ゴルフ大会
◦ 日　　　時　3月11日（土）
※小雨決行、雨天時は 3月12日に延期

◦ 受　　　付　午前 8時30分
◦ ゲーム開始　午前 9時
◦ 申 込 締 切　2月24日（金）
◦ 場　　　所
　　田園パーク・スポーツガーデン
◦ 参 加 対 象
　　小学生の方から参加できます。
※参加選手は組合せで 1チーム 5～ 6名で編成します。

お問い合わせお問い合わせお問い合わせ
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未経験から目指せるプロアスリート

第123期ボートレーサー募集！
応募条件
　①年齢：15歳以上30歳未満
　　　　　（昭和62年10月 2日～

　平成14年 4月 1日生まれ）
　②身長：175㎝以下
　③体重：男子／ 47㎏以上57㎏以下
　　　　　女子／ 42㎏以上50㎏以下
　④視力：両眼とも裸眼で0．8以上など

募集期間
　1月 4日（水）～3月10日（金）
　※必着締切

お問い合わせ
　日本モーターボート競走会鳴門支部

　☎685－5005

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
は
な
し
会 �

日
時
　
二
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八
日
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朝
井
　
ま
か
て
／
著

向
こ
う
が
わ
の
蜂�

池
永
　
陽
／
著

東
京
ク
ル
ー
ジ
ン
グ�

伊
集
院
　
静
／
著

そ
う
い
う
生
き
物�

春
見
　
朔
子
／
著

本
を
守
ろ
う
と
す
る
猫
の
話

�

夏
川
　
草
介
／
著

罠
に
落
ち
ろ�
藤
田
　
宜
永
／
著

走
れ
！
機
関
車

�

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
フ
ロ
ッ
カ
／
作

お
む
か
え
パ
パ

�

ナ
デ
ィ
ー
ヌ
・
ブ
ラ
ン
コ
ム
／
文

え
ら
い
こ
っ
ち
ゃ
の
よ
う
ち
え
ん

�

か
さ
い
　
ま
り
／
文

に
げ
た
え
び
フ
ラ
イ�

村
上
　
し
い
こ
／
作

塩
田
の
運
動
会�

那
須
　
正
幹
／
作

新
着
図
書
案
内

「
私
を
く
い
と
め
て
」

�

綿
矢　

り
さ
／
著

　
黒
田
み
つ
子
、
も
う
す
ぐ
33
歳
。
男

性
に
も
家
庭
に
も
縁
遠
く
、
一
人
で
生

き
て
い
く
こ
と
に
、
な
ん
の
抵
抗
も
な

い
と
思
っ
て
い
る
。
た
だ
時
々
、「
正
解
」

が
見
え
な
く
て
、
迷
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
…
。
同
世
代
の
女
性
の
気
持
ち
を
描

き
続
け
て
き
た
著
者
に
よ
る
真
骨
頂
。

「
さ
て
さ
て
、き
ょ
う
の
お
は
な
し
は
…
」

�

瀬
田　

貞
二
／
再
話
・
訳

　
瀬
田
貞
二
は
、
現
在
の
日
本
児
童
文

学
界
に
多
大
な
功
績
を
の
こ
し
た
方
で

す
。
生
誕
1
0
0
周
年
を
記
念
し
、
瀬

田
氏
の
再
話
・
訳
に
よ
る
昔
話
が
、
読

ん
で
も
聞
い
て
も
楽
し
い
お
話
集
に
な

り
ま
し
た
。
昔
話
を
中
心
に
、
28
話
を

収
録
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
夢
中
に

な
る
こ
と
間
違
い
な
し
。

　

毎
年
冬
に
な
る
と
空
気
が
乾

燥
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流

行
し
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

は
、寒
さ
と
乾
燥
に
強
い
た
め
、

加
湿
器
な
ど
で
部
屋
の
適
度
な

湿
度
を
保
つ
こ
と
も
感
染
予
防

の
一
つ
で
す
。

　

ま
た
、
免
疫
力
が
弱
っ
て
い

る
と
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
や
す

く
な
る
た
め
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
や
、
睡
眠
を
充
分

と
り
、
免
疫
力
を
高
め
て
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
。

あ
と
が
き

2月・3月の休館日　表中 

2月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28

3月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

№
251

文
化
の
館
だ
よ
り

※ 2月 5日は「童謡とわらべ歌のつどい」開催のため臨時休館日と
　いたします。

遺
産
を
守
れ
！

― 
文
化
財
防
火
訓
練 

―

　

文
化
財
防
火
デ
ー
に
ち
な
み
、

一
月
二
十
六
日
、
大
寺
高
樹
の
宝

厳
寺
で
、
文
化
財
防
火
訓
練
が
あ

り
、約
五
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

発
煙
機
着
火
、「
火
事
だ
ー
」

の
掛
け
声
か
ら
、
一
一
九
番
通

報
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ
る
初
期

消
火
、
宝
物
搬
出
、
消
防
隊
に
よ

る
放
水
、
そ
し
て
鎮
火
と
、
見
事

な
チ
ー
ム
プ
レ
ー
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
消
防
署
か
ら
消
火
器

の
使
い
方
の
説
明
が
あ
り
、
地
元

の
皆
さ
ん
十
数
人
の
、
テ
キ
パ
キ

と
し
た
消
火
実
習
が
繰
り
ひ
ろ
げ

ら
れ
ま
し
た
。
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お
　

知
　

ら
　

せ

堤　

高
数

其
の 

七
十
一

ふ
る
さ
と
板
野
歴
史
散
歩

　

板
野
町
に
は
、
か
つ
て
古
代
南

海
道
が
通
っ
て
い
た
。
四
国
地
方

を
貫つ
ら
ぬ

く
官
道
（
国
道
）
で
あ
る
。

　

―
八
世
紀
の
は
じ
め
大
宝
令
に

よ
る
と
、
全
国
五
十
八
か
国
は
畿

内
五
か
国
を
除
い
て
、
都
か
ら
各

国
府
へ
の
連
絡
路
が
七
つ
の
幹
線

道
路
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
。
東
海

道
・
東
山
道
・
北
陸
道
・
山
陰
道
・

山
陽
道
・
南
海
道
・
西
海
道
が
そ

れ
で
、
七
道
は
政
治
的
重
要
な
官

道
で
あ
り
、
連
絡
路
で
あ
る
と
共

に
五
畿
（
畿
内
五
か
国
）
・
七
道

と
称
し
て
、
行
政
の
区
分
で
も

あ
っ
た
。

　

令
制
に
よ
る
と
、
官
道
を
わ
け

て
大
路
・
中
路
・
小
路
の
三
級
に

わ
け
、
山
陽
道
は
そ
の
中
で
も
、

都
か
ら
九
州
の
太
宰
府
を
結
ぶ
重

要
な
道
路
で
あ
る
た
め
大
路
と

し
、
東
海
道
・
東
山
道
の
二
道
は

中
路
と
し
、
其
他
の
四
道
（
北
陸
・

山
陰
・
南
海
・
西
海
）
は
小
路
で

あ
っ
た
。
阿
波
は
紀
伊
・
淡
路
な

ら
び
に
讃
岐
・
伊
予
・
土
佐
の
六

か
国
で
南
海
道
に
属
し
て
い
た
。

（
『
阿
波
の
交
通
』
徳
島
市
民
双
書

よ
り
）

　

南
海
道
は
、
都
（
奈
良
大や
ま
と和
）

か
ら
船
で
淡
路
に
渡
り
、
由
良
か

ら
牟む

屋や

（
鳴
門
市
木
津
辺
り
）
へ
、

そ
し
て
陸
路
を
西
石い
し

濃の
う

（
鳴
門
市

大
谷
辺
り
）
へ
進
み
、
わ
が
町
の

大
寺
郡こ
う

頭ず

を
経へ

て
、
大
坂
峠
を
越

え
讃
岐
に
入
り
、
引
田
に
出で

、
さ

ら
に
伊
予
の
国
の
海
岸
部
を
経

て
、
土
佐
の
国
へ
入
る
コ
ー
ス

だ
っ
た
。

　

現
在
か
ら
考
え
る
と
、
讃
岐
か

ら
土
佐
へ
は
、
四
国
山
脈
を
南
北

に
越
え
る
縦
断
コ
ー
ス
と
思
わ
れ

る
が
、
当
時
東
西
に
貫
く
四
国
山

脈
が
た
ち
は
だ
か
り
、
海
岸
伝づ
た

い

で
し
か
、
土
佐
へ
の
通
行
路
は
な

か
っ
た
。

　

そ
れ
と
も
古
典
『
土
佐
日
記
』

な
ど
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、

海
上
の
船
便
に
よ
る
交
通
手
段
し

か
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

わ
が
板
野
町
は
、
古
代
よ
り
阿

波
の
国
の
、交
通
の
要よ
う

衝し
ょ
う

だ
っ
た
。

　

古
代
か
ら
阿
波
の
国こ
く

府ふ（
国
庁
）

と
、
讃
岐
の
国
府
と
を
結む
す

ぶ
国
府

道
も
、
わ
が
町
を
通
っ
て
い
た
。

　

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
藩
政
時

代
阿
波
の
五
街
道
が
定さ
だ

め
ら
れ

た
。
淡
路
街
道
、
伊
予
街
道
、
土

佐
街
道
、川
北
街
道（
撫む

養や

街
道
）、

讃
岐
街
道
で
あ
る
。
徳
島
城
下
鷲わ
し

の
門
を
基
点
と
し
、
阿
波
の
国
の

四
方
に
伸の

び
た
街
道
だ
っ
た
。

　

そ
の
う
ち
川
北
街
道
、
讃
岐
街

道
が
、
わ
が
町
板
野
町
を
経
由
し

て
い
た
。

　

近
世
か
ら
盛
ん
と
な
っ
た
お
四

国
参
り
の
、
四
国
遍
路
道
も
、
わ

が
町
の
東
西
を
通
っ
て
い
る
。

　

町
内
に
は
四
国
八
十
八
ヶ
所
の

霊
場
三
番
金こ
ん

泉せ
ん

寺じ

、四
番
大
日
寺
、

五
番
地
蔵
寺
三
ヶ
寺
が
あ
り
、
古い
に
し
え

よ
り
民
衆
の
信
仰
を
支
え
る
町

だ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
わ
が
板
野
町
は
、

古
代
よ
り
幹
線
道
路
が
、
そ
の
歴

史
と
文
化
と
を
支
え
て
き
た
町

だ
っ
た
と
い
え
る
。

　

―
石
濃
か
ら
西
に
進
ん
で
郡こ

う

頭ず

駅え
き

に
至
る
。
郡
頭
と
は
文
字
の
通

り
郡
の
中
心
地
で
あ
り
、
こ
れ
よ

り
大
坂
谷
川
に
沿
っ
て
右
す
れ

ば
、
大
坂
峠
を
越
え
て
讃
岐
に
通

じ
、
左
し
て
吉
野
川
を
渡
れ
ば
国

府
に
至
る
重
要
な
地
点
だ
っ
た
。

（『
阿
波
の
交
通
』
よ
り
）

　

も
う
古
代
南
海
道
の
面お
も

影か
げ

を
伝

え
る
も
の
は
、
ど
こ
に
も
な
い

が
、
か
つ
て
の
国
府
道
や
讃
岐
街

道
が
、
南
海
道
を
引
き
継つ

い
だ
こ

と
は
、
想
像
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
源
平
合
戦
で
、
源
み
な
も
と
の

義よ
し

経つ
ね

が
屋
島
に
平
家
を
攻
め
た
折
、
大

寺
の
金
泉
寺
か
ら
、
大
坂
峠
を
越

え
進
軍
し
て
い
る
。
そ
の
折
義
経

の
進
ん
だ
道
が
、
南
海
道
の
跡
と

も
考
え
ら
れ
る
。

　

古
代
か
つ
て
南
海
道
は
、
紀
伊

（
和
歌
山
）、
淡
路
、
阿
波
、
讃
岐
、

伊
予
、
土
佐
六
ヶ
国
を
結
ぶ
重
要

な
官
道
だ
っ
た
。

　

そ
の
阿
波
の
国
の
官
道
の
中
心

地
に
、わ
が
町
板
野
町
は
あ
っ
た
。

　

当
時
大
寺
の
郡こ
う

頭ず

で
は
、
駅
舎

が
建た

ち
、
駅
夫
や
伝
馬
が
む
れ
、

都
へ
上
下
す
る
旅
人
が
宿
る
宿
舎

も
並
び
、
町
は
栄さ
か

え
、
賑に

ぎ

わ
っ
て

い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

　

現
在
も
板
野
町
は
、
Ｊ
Ｒ
の
高

徳
線
が
通
り
、
高
速
高
松
道
も
で

き
た
。

　

近
々
板
野
町
に
は
、
高
速
高
松

道
と
徳
島
道
と
の
バ
イ
パ
ス
沿
い

に
、
道
の
駅
を
建
設
す
る
準
備
も

す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
板
野
町
は

現
在
も
交
通
の
要
衝
な
の
だ
。

　

古
代
か
つ
て
南
海
道
が
通と
お

っ
て

い
た
わ
が
町
板
野
町
を
想
像
す
る

の
も
楽
し
み
な
、
歴
史
的
回
顧
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

古
代
の
道
は
現
在
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

讃岐街道の看板

わ
が
町
を
南
海
道
通
る

わ
が
町
を
南
海
道
通と

お

る
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お　
知　
ら　
せ

ま
ち
の
う
ご
き
平
成
２9
年
1
月
25
日
現
在

人口のうごき

東地区 西地区 南地区 合　計 前月比

男 3,621 1,244 1,695 6,560 △△ 7　

女 3,981 1,356 1,747 7,084 △ 10　

合　計 7,602 2,600 3,442 13,644 △ 17　

世　帯 3,193 1,039 1,352 5,584 △ 15　

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
す

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

親
　
の
　
氏
　
名

子
　

の
　

名

住
　
　
所

性
　

別

岡　

田　

一　

樹　

・　

静　

香

楠　
　
　

克　

彦　

・　

真
由
美

近　

藤　

晶　

彦　

・　

聖　

子

明　

星　

佑　

希　

・　

志　

穂

永　

井　

照　

力　

・　

亜
弥
子

中　

村　

貴　

也　

・　

有　

紗

岡　
　
　

達　

也　

・　

め
ぐ
み

凉リ　

空ク

悠ハ
ル　

生キ

優ユ
ウ　

吏リ

茉マ　

那ナ

結ユ　

惠イ

航コ
ウ　

太タ

風フ
ウ　

花カ

下　
　

庄

黒　
　

谷

中 

久 

保

犬　
　

伏

下　
　

庄

古　
　

城

那　
　

東

男男女女女男女

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
す

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

氏
　
　
　
　
　
名

年
　
　
齢

住
　
　
所

廣

瀬

輝

雄

太

田

和

美

北

　

原

　

ト

ク

ヱ

岡

勝

義

小

笠

原

　

忠

　

雄

毛

登

山

　

秀

　

幸

泉

　

　

　

幸

　

雄

中

　

川

　

ヨ

シ

子

河

野

久

子

漆

原

德

美

山

本

武

男

安

文

安

忠

次

藤

田

邦

夫

9282938090709197979692878488

川　
　

端

大　
　

寺

大　
　

寺

大　
　

寺

吹　
　

田

吹　
　

田

川　
　

端

吹　
　

田

矢　
　

武

川　
　

端

那　
　

東

下　
　

庄

矢　
　

武

大　
　

寺

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
す

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

夫
　
の
　
氏
　
名

住
　
　
所

妻
　
の
　
氏
　
名

住
　
　
所

　

延　

恭　

兵

矢　
　

武

杉　

本　
　
　

茜

大　
　

寺

いろどり親子クッキング教室

～米粉クリスマスケーキ作り～
　12月11日（日）、板野町町民センターでいろど
り親子クッキング教室『米粉クリスマスケーキ作
り』が板野町ふるさと味づくり研究会との共催で
開催されました。
　当日は、13組37名の親子が参加し、米粉で作っ
たスポンジケーキに生クリームをぬったり、デコ
レーションをしたりと楽しくクリスマスケーキを
作ることができました。

お話し会のクリスマス会
～クリスマスの森へようこそ～

　12月17日、文化の館視聴覚室で、
ボランティアグループぽけっとによ
るクリスマス会が開かれました。
　この日は、視聴覚室が、ツリーやもみの木、ぬいぐ
るみの動物たちで、クリスマスの森になり、60人余
りの子どもたちを迎えました。
　紙芝居や絵本をはじめ、全員でのオリジナルリース
作りをして、楽しみました。
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いたの　すがお
2017年2月号 ●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●



お
　

知
　

ら
　

せ

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー

の
予
定

月
2

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー

の
予
定

月
3

17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 日

金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 曜
日

1
歳
6
ヶ
月
児
健
康
診
査
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
後
1
時
15
分
～
1
時
30
分

心
配
ご
と
法
律
・
人
権
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
（
受
付
2
時
30
分
ま
で
）

巡
回
職
業
相
談
（
東
公
会
堂
）　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

男
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
（
健
康
の
館
）　

午
前
9
時
30
分
～
12
時

資
源
ご
み
・
大
型
複
合（
粗
大
）ご
み
持
込
回
収（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

建
国
記
念
の
日

2
歳
児
歯
科
健
康
診
査
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
後
1
時
15
分
～
1
時
30
分

心
配
ご
と
行
政
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
（
受
付
3
時
30
分
ま
で
）

元
気
で
い
こ
よ
運
動
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

第
5
回
い
た
の
童
謡
と
わ
ら
べ
歌
の
つ
ど
い
（
文
化
の
館
・
さ
く
ら
ホ
ー
ル
）　

午
後
1
時
～

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

行　

事
╱
事　

業

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 日

金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 曜
日

心
配
ご
と
行
政
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
（
受
付
3
時
30
分
ま
で
）

元
気
で
い
こ
よ
運
動
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

啓
蟄

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

1
歳
6
か
月
児
聴
力
検
査
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
前
9
時
～
9
時
15
分

心
配
ご
と
児
童
・
福
祉
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
（
受
付
3
時
30
分
ま
で
）

行　

事
╱
事　

業

あ
な
た
の
行
事
を
書
き
込
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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いたの　すがお
2017年2月号●　守ろう人権　みんなの幸せ　●



お
　

知
　

ら
　

せ

28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 日

火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 曜
日

資
源
ご
み
・
大
型
複
合（
粗
大
）ご
み
持
込
回
収（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
（
健
康
の
館
）　

午
後
7
時
30
分
～

乳
児
健
康
診
査
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
後
1
時
15
分
～
1
時
30
分

心
配
ご
と
交
通
事
故 

・
一
般
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
（
受
付
3
時
30
分
ま
で
）

元
気
で
い
こ
よ
運
動
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

資
源
ご
み
・
大
型
複
合（
粗
大
）ご
み
持
込
回
収（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

雨
水

行　

事
╱
事　

業

当
番
医

担
当
時
間

　

平
日
：
18
時
～
22
時
30
分

　

休
日
：
９
時
～
22
時
30
分

担
当
時
間
以
外
の
深
夜
の
救
急

　
北
島
町
　
き
た
じ
ま
田
岡
病
院
（
全
日
対
応
で
す
が
、確
認
す
る
こ
と
。）

　
藍
住
町
　
稲
次
整
形
外
科
病
院
（
水
曜
日
・
土
曜
日
　
受
診
前
に
要
電
話
連
絡
）

　
板
野
町
　
東
徳
島
医
療
セ
ン
タ
ー
（
対
応
日
は
確
認
す
る
こ
と
。）

月

日

曜
日

病
院
名

住
所
╱
電
話
番
号

2　月
5

日

三
木
ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町 

６
９
８

－

５
１
５
７

6

月

上
板
整
形
外
科 

ク
リ
ニ
ッ
ク
上
板
町 

６
３
７

－

６
６
０
０

7

火

川

原

眼

科
上
板
町 

６
９
４

－

８
３
８
８

8

水

浦

田

病

院
松
茂
町 

６
９
９

－

２
９
２
１

9

木

芳

川

病

院
松
茂
町 

６
９
９

－

５
３
５
５

10

金

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・ 

オ

ク

ム

ラ
藍
住
町 

６
９
２

－

４
７
７
１

11

土

有

住

内

科 

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町 

６
９
８

－

８
６
５
５

12

日

田
根
内
科
胃

腸

科

医

院
北
島
町 

６
９
８

－

０
１
２
３

13

月

井

上

医

院
松
茂
町 

６
９
９

－

８
０
７
０

14

火

春
藤
内
科
胃
腸
科
松
茂
町 

６
９
９

－

３
７
７
７

15

水

か
ま
だ
眼
科
松
茂
町 

６
７
８

－

８
５
８
５

16

木

谷
口
耳
鼻
咽
喉
科 

ク
リ
ニ
ッ
ク
松
茂
町 

６
９
９

－

２
７
８
７

17

金

高

田

整

形

外

科

病

院
北
島
町 

６
９
８

－

８
６
８
９

18

土

き
は
ら
耳
鼻

咽
喉
科
医
院
藍
住
町 

６
９
3

－

０
０
８
７

19

日

い

の

も

と

眼

科

内

科
北
島
町 

６
９
８

－

８
８
８
７

20

月

三
木
ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町 

６
９
８

－

５
１
５
７

21

火

有

住

内

科 

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町 

６
９
８

－

８
６
５
５

月

日

曜
日

病
院
名

住
所
╱
電
話
番
号

2　月
22

水

堀
口
整
形
外
科
北
島
町 

６
９
８

－

５
１
１
１

23

木

藤
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町 

６
９
８

－

０
３
０
３

24

金

山
田
外
科
内
科
北
島
町 

６
９
８

－

５
５
０
０

25

土

近
藤
外
科
内
科
藍
住
町 

６
９
３

－

１
１
８
８

26

日

越
智
内
科
胃
腸
科
北
島
町 

６
９
８

－

３
１
１
１

27

月

平

野

内

科
北
島
町 

６
９
８

－

８
０
６
０

28

火

吉
野
川
病
院
北
島
町 

６
９
８

－

６
１
１
１

3　月
1

水

越
智
内
科
胃
腸
科

北
島
町 

６
９
８

－

３
１
１
１

2

木

片

山

医

院

北
島
町 

６
９
８

－

２
６
２
５

3

金

新

居

内

科

北
島
町 

６
９
８

－

８
８
０
８

4

土

こ
や
ま
小
児
科
・ 

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
藍
住
町 

６
３
７

－

３
２
１
１

5

日

平

野

内

科
北
島
町 

６
９
８

－

８
０
６
０

6

月

田
根
内
科
胃

腸

科

医

院
北
島
町 

６
９
８

－

０
１
２
３

7

火

い

の

も

と

眼

科

内

科
北
島
町 

６
９
８

－

８
８
８
７

8

水

北
島
こ
ど
も

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町 

６
９
７

－

２
２
２
１

9

木

つ

か

さ

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町 

６
９
７

－

２
３
２
３

10

金

中
村
耳
鼻
咽
喉
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町 

６
９
７

－

３
２
１
３

※�

休
日
・
夜
間
緊
急
病
院
は
、
変
更
し
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
必
ず
電
話
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
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いたの　すがお
2017年2月号 ●　ごみの減量化・分別収集にご協力を　●



お
　

知
　

ら
　

せ
「
人
権
学
習
発
表
会
」

板
野
西
小
学
校

はばたけ
未来っ子
はばたけ
未来っ子

　

十
二
月
三
日
、
日
頃
の
人
権
学
習
の
学

び
を
家
庭
や
地
域
の
方
に
発
信
す
る
「
人

権
学
習
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
各

学
年
の
発
表
の
中
か
ら
「
総
合
的
な
学
習

の
時
間
」
と
関
連
づ
け
た
三
年
生
と
四
年

生
の
発
表
を
紹
介
し
ま
す
。

　

三
年
生
は
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
情

を
育
て
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、
板
野
町
の

素
敵
な
場
所
や
特
産
品
な
ど
調
べ
た
こ
と

や
地
蔵
寺
で
の
お
接
待
か
ら
学
ん
だ
こ
と

を
板
野
町
を
訪
れ
た
宇
宙
人
に
伝
え
る
と

い
う
内
容
の
劇
を
発
表
し
ま
し
た
。
板
野

の
ま
ち
や
人
を
大
切
に
し
て
、よ
さ
を
守
っ

て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。

　

四
年
生
は
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て

行
動
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、
手
話
サ
ー

ク
ル
の
方
に
学
ん
だ
手
話
や
他
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
と
ア
イ
マ
ス
ク
・

車
い
す
体
験
や
介
助
を
し
て
学
ん
だ
こ
と

を
発
表
し
ま
し
た
。
手
話
コ
ー
ラ
ス
「
と

も
だ
ち
に
な
る
た
め
に
」
の
曲
を
合
唱
し
、

あ
た
た
か
い
言
葉
が
い
っ
ぱ
い
の
学
級
に

し
た
い
と
い
う
決
意
を
表
し
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
、
キ
ラ
キ
ラ

と
輝
く
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

h�ps://telecomedia-saiyou.net/jobfind-pc/
1-1

板野町誘致企業

板野西4年「考えてみた！」

板野西3年「板野町のたからもの」
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いたの　すがお
2017年2月号●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●


